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Abstract
The authors carried out  an experiment to know whether the remembered color change in process of time or
not. The remembered color of ten objects was recalled by the subjects 3 times, just after remembering the
color of the objects, 30 minutes later, 1 week later,  in the experiment. The results are concluded as  the
follows.

(1) The remembered colors have a tendency that the hue change from the object color in case of the effect of
the memory color strong, and the saturation change to the direction to the middle.

(2) The memory of the hue is distributed widely from person to person, if the remembered object has a low
lightness.

(3) Remembered color is recalled without change until one week later.
(4) The background of the object will influence only for the remembered color, not for the change process of

the color.
(5) The assumption that  the difference of the memory color and the color memory derives from the remembering

process, we remember the impressive color instead of the average color of the object, suggested by the

consequence of the experiment.

要　旨

　色記憶（Color Memory）と記憶色（Memory Color）では色が異なるとの研究報告がある。しかし、なぜ異なる

のかを説明する研究は見あたらない。本研究では、その違いが記憶保持期間における色の変容によるものかどう

かを明らかにするために、記憶された色を３回に渡って再生させる実験を行った。その結果、以下のようなこと

がわかった。

（1）色記憶は、ある程度の正確さを持っている。しかし、色相は記憶色の影響を受けてずれることがあるし、彩

度も中彩度側にずれて記憶される傾向がある。

（2）低彩度の色は、色相の記憶における個人差が大きい。

（3）一旦記憶された色は、一週間後まで、安定して再生される。

（4）色記憶時の背景の違いは、記憶される色の違いとなって現れる。記憶保持過程には影響を及ぼさない。

（5）色記憶と記憶色が異なるのは、色記憶が時間と共に変化するためではなく、平均的な物体の色を記憶してい

るのではないことが原因である可能性が高い。
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1．研究の目的

１．１　バートルソンの研究

　呈示された色の記憶を色記憶（color memory）とい

う。それに対し、空の色や木の葉の色というように事

物に結びついた色の記憶を記憶色（memory color）と

いう。1）2）

　色記憶および記憶色の研究としては、バートルソン

（C.J.Bartleson）のものが知られている。2）3）4）

　記憶色の実験では、10種類のよく知っているもの

（赤レンガ、緑の芝、枯れ芝、青空、肌、日焼けの肌、

緑の葉、常緑樹、土、砂浜の砂）の色を931枚の色票

から選択させ、選択された色と実際の色を比較してい

る。その結果、肌色を除いて、記憶された色は、実際

の色より彩度が上昇すると報告している。

　色記憶の実験では、色票を15秒間見て記憶し、931

枚の色票から記憶した色を選び出すという実験を行っ

た。用意した色票は、青空、肌、砂、落葉性の葉の平

均的な色を表す４枚である。結果は、色相は比較的忠

実に再現されるが、彩度は上昇するというものであっ

た。

　この実験では、物の名前だけを示し、その色に相当

する色を931枚の色票から選択させる記憶色の実験も

併せて行われている。その結果、彩度の上昇は色記憶

と同程度であったが、それ以外に色相の変化が見られ

た。

　これらの結果をまとめると、色記憶においては彩度

の上昇が見られ、記憶色においては色相の変化と彩度

の上昇が見られるということになる。

　色記憶を繰り返した結果が記憶色として定着すると

いう仮説のもとに考えると、バートルソンの２つの研

究を説明することはできない。色記憶では保持されて

いた色相の情報が、記憶が度重なることでずれにつな

がるという、「強化」の概念とは正反対のメカニズム

を想定せざるを得ないからだ。［図１］

１．２　短期記憶と長期記憶

　心理学の分野では、記憶に関する研究も数多い。そ

れらの研究で確立された記憶の概念として、短期記憶

と長期記憶が挙げられる。

　例えば、メモを見て電話を掛けるとき、暗唱を繰り

返して記憶してから受話器を取るということがある。

このときの記憶は、電話を掛ける時間だけ保持されれ

ばよいから、電話をかけ終わるとすぐに消滅してしま

う。これが短期記憶である。

　一方、このような電話を繰り返すと、メモを見ずと

も正確に電話番号を再生することができるようにな

る。この状態での記憶が長期記憶である。

　バートルソンらの研究における色記憶の概念は、色

の短期記憶に、記憶色の概念は長期記憶に相当する。

　彼の研究では短期記憶と長期記憶に違いが見られた

のだが、度重なる記憶で変容するのでなければ、２つ

の可能性が考えられる。

　ひとつは記憶した物がもともと違うという解釈であ

る。色記憶の実験に用いられたのは色票であり、物体

の色ではない。したがって、もともと見ている事物が

異なるので、記憶色の色相が変化したのだという可能

性を否定できない。

　もうひとつは、人間の色の記憶は、もともと時間が

経つと変化する傾向を持っているというものである。

　本研究では、物体色の記憶を行った後、３度の色再

認を行う実験を行っている。実験から、記憶された色

がどの様に変化するかのデータを得て、後者の仮説に

ついて確認することが研究の目的である。

　なお、本論文では今後、色記憶により記憶された色

のことを「記憶された色（remembered color）」と表現

し、記憶色と区別する。これは、「色記憶」という言

葉を字義通りに捉えるとすれば、それはプロセスを表

図１　色記憶（記憶された色）と記憶色の関係

図２　色記憶実験の手順

※C.J.Bartlesonの研究に基づく
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図４　色記憶のための実験装置現する言葉であるから、「記憶色」と対にするには不

適切だからである。注１

２．実験概要

　実験は４つのステップから為る。［図２］

●第１ステップ

　実験に関する説明を受けた後、第１ステップで、予

め用意した物の色を記憶してもらった。

　用意した物は、口紅･卵･マグカップ･石鹸･封筒･レ

ンガ･レモン･ピーマン･柿･花の10個である［図３］。

このうち、レモン・ピーマン・柿・花は、プラスチッ

クの材料による模造物である。これは、本物を使用す

ると、実験期間中に色合いが変化する可能性があるた

めである。同様の理由から、卵についても実験途中で

新しいものと交換することがあった。その他では、レ

ンガも発泡スチロール系の模造物を用いている。

　用意した物は、木目の箱もしくは薄い灰色の箱の中

に置かれた状態で、被験者に呈示された。これは、背

景によって記憶される色に変化が見られるかどうかを

考察するためである。薄い灰色と木目は、皿、机テー

ブル、壁などを背景にした日常的な記憶状況を想定し

て選ばれた。（木目の箱は、木目の印刷されたビニー

ルシートを接着している。色彩は模様の部分が

7.5YR5/8程度、地の部分が6.25YR7/6程度である。薄

い灰色は、紙を接着している。こちらは、7.5YR8.5/1

である。）

　箱（W463mm×H372mm×D377mm）は、机の上に

敷かれた白い布の上に置かれた。

　物と背景となる箱の照明は、北窓からの自然光の他

に、色評価用純正色蛍光ランプ（相関色温度：5000K、

昼白色）を用いている。薄い灰色の箱と木目の箱では

蛍光灯の数を変化させ、呈示物の位置での水平面照度

がほぼ一定となるように調節した。天候の影響もあ

り、照度は変化しているが、物の位置における水平面

照度は、実験を通じて、911lx～1420lxの範囲にあっ

た。

　被験者は、上記のような実験設備で、用意されたも

のを15秒間眺め、物体の色を記憶した。［図４］

　その直後、実験装置の背後に用意された色票から、

記憶した色を選択する第２ステップに移行した。

●第２ステップ

　記憶した色を選択してもらうシートには、日本色彩

研究所発行の「Chroma Cosmos 6000」を使用した。

Chroma Cosmos 6000は、修正マンセル表色系にした

がってカラーチップ6000枚をシートに配列している。

図５　色選択の場面

図３　色を記憶させた物（10種類）

卵 レンガ 石鹸 花

封筒 ﾋﾟｰﾏﾝ カップ 口紅

レモン 柿
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［表１］

　シートは彩度と色相によって分割されている。彩度

による分割は、彩度0.5のシートを除くと、彩度1.0ス

テップでなされており、最高彩度までシートが存在す

る。色相による分割は、彩度0.5では２枚に、彩度1.0

～2.0では４枚に、彩度3.0～11.0では５枚に分割さ

れており、彩度12.0以上では存在する色相のみを掲載

している。

　以上の分割に無彩色を合わせると、シートは63枚

となる。

　１枚のシートは、横軸に色相、縦軸に明度が取られ

ている。色相は彩度3.0以上ではマンセルヒュー48色

相（40分割に８色相を追加したもの）、彩度1.0～2.0

ではマンセルヒュー40分割ごと、彩度0.5ではマンセ

ルヒュー20分割ごとにカラーチップが用意されてい

る。明度は2.0から9.0まで、0.5ステップごとにカラー

チップが配されている。（無彩色のみ、1.5から9.5ま

で存在する。）

　一般的なマンセル色票ではなく、Chroma Cosmos

6000 を用いた理由の一つは、細かいステップでカ

ラーチップが用意されているので、色票内での位置を

判断基準にして回答するということが難しいというこ

とである。注２

 　もう一つの理由は、彩度ごとに用意されたシートを

使用し、シート内での位置関係で彩度記憶する可能性

を排除したかったためである。これまでの研究では彩

度が変化するという報告が多かったため、彩度の変化

を正確に捉えることを重要視したのである。

　シートの使用にあたっては、各シートのカラーチッ

プ以外の部分（色相・明度・彩度の値、シート番号）

は、ケント紙で作成した枠で隠している。

　第２ステップでは、記憶している色に最も近いと思

われるカラーチップを選択するように教示した。被験

者は、まずだいたいのあたりをつけ、手にしたマスク

をカラーチップにあて、イメージの確認をし、選択結

果を実験者に報告した［図５］。使用したシートは物

によって異なっており、表１に示すように、５～14枚

である。

　マスクは、中央にカラーチップと同じW24mm×

H13mm大きさの穴が空いているW362mm×H255mm

の厚紙で、表面に第１ステップで用いた呈示箱と同じ

シートを貼り付けたものである。マスクを用いること

で、色票内のカラーチップ周辺の影響を排除した。

　第１ステップと第２ステップは、10種類の物すべ

てが終了するまで交互に繰り返した。この作業を一通

り行うのに、約20分を要した。

●第３ステップ

　約10分の休憩を挟んで、1回目の選択から30分後

に、第３ステップを開始した。このステップの手順は

第２ステップと同様であり、記憶している色を選択す

表１　色選択シートの色構成

※１のシートは説明用なので、枚数に含めない

無彩色
7.5PB-10RP N

1.25R-5YR
0.5 3 4 2
1.0 5 8 卵
2.0 9 12

3.0 花　 13 　　 14 封筒 15 16 17

4.0 18 19 20 石鹸 21 22

5.0 23 24 25 26 27

6.0 28 29 30 31 32 花
7.0 33 34 レンガ 35 36 37
8.0 38 39 40 41 42

9.0 43 44 45 46 47

10.0 48 49 50 51 52

11.0 53 54 55 ﾋﾟｰﾏﾝ カップ 56 57

12.0 58 59 60

13.0 61 62 レモン 63  口紅

14.0 64

柿

7.5YR-5GY
7.5Y-10G 2.5BG-5PB

5R-10G
2.5R-5Y

色相

6 7

彩
度

10 11

5BG-10RP

2.5P-10RP2.5B-10PB7.5GY-10BG
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る作業のみを行った。

●第４ステップ

　約1週間後に、第２ステップと同じ手順で第４ス

テップの実験を行った。

　今後、第２ステップ～第４ステップを、それぞれ１

回目の色選択～３回目の色選択と呼ぶことにする。

　被験者は、実践女子大学の学生50名であり、背景

ごとに25名分のデータを集めたことになる。被験者

には、カラーマッチングなどの経験はない。

３．実験結果と考察

　第２ステップ～第４ステップの実験を行うことによ

り、色記憶の直後、約30分後、約一週間後の記憶さ

れた色のデータが得られたことになる。記憶直後の

データは短期記憶に、一週間後のデータは長期記憶

に、30分後のデータはその移行期にあたるものだと

考えることができる。したがって、このデータを解析

図６　記憶された色の色相と彩度（背景：グレー、１回目の選択）

※２名以上が同一の色相・彩度を選択したものを表示

すれば、短期記憶から長期記憶への移行の特徴を捉え

ることができると考えた。

　データの解析としては、次の３種類を行っている。

　ひとつは、１回目の色選択から３回目の色選択にか

けて、どの様な色が選択されたかを色相、明度、彩度

ごとに見るものである。

　２つめは、１回目の色選択から３回目の色選択にか

けて、選択された色がどの様に変化したのか、つまり

選択された色の差分を色相、明度、彩度ごとに見るも

のである。

　３つめが、１回目の色選択から３回目の色選択にか

けて、どの様な色が選択されたかを色相×明度、色相

×彩度、明度×彩度で見るものである。

　３つめの解析結果から、選択された色の明度が徐々

に高くなる人は彩度も高くなるというような、色相、

明度、彩度間の相互連関は見いだせなかったので、本

論文では、前二者の解析結果について報告する。
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３．１　記憶された色の分布

　まず、グレーが背景の時の１回目の色選択の結果を

示し、実測値との対応および個人差について述べる。

３．１．１　記憶された色の色相分布

　図６は、グレーが背景の時の１回目の色選択結果で

あり、網掛け部分は２人以上の被験者が同一の色相・

彩度を回答した色を示している。

　色相に関しては、全体的に実測値の近傍にある色を

選択している。しかし、「口紅」では若干R寄り、「花」

ではややRP寄り、「レモン」はややY寄りの色を選択

した人が多い。口紅は赤という固定概念、ピンクのや

や赤紫がかった印象、レモンの黄の強烈な印象がこの

ような判断を促したのだと推測される。

　ばらつきは、マンセル100分割の7.5（3/80分割）程

度に収まっている。個人差の領域はこの程度の範囲だ

と言えよう。ただし、卵と石鹸に関してはその範囲に

収まっていない。これは、低彩度であるため色味を正

確に記憶できなかったことが原因だと考えられる。

　また、「口紅」では5RP～2.5RP、「花」では5RP～

7.5RPまで、幅広い色相に分布していた。色相を正確

に掴みづらかった人達がいたと考えられる。（色相と

しては分布していても、彩度の回答が異なるため、図

６に表現されていないものも含めて解釈している）

　このように、色相を正確に把握できない場合がある

ことから、色記憶においては、青系統の色、赤系統の

色というような命名による記憶ではなく、だいたいこ

んな感じの色というヴィジュアルな記憶方法を取った

被験者が多いと推測される。

３．１．２　記憶された色の明度分布

　表２では、セルの数字が人数を、黒枠が実測値の位

置を表す。２名以上が同一の明度・彩度を選択したも

のを表示してある。

　明度に関しては、概ね実測値と同じ値の色を選択し

ている。また、個人差も1.5くらいの範囲に収まって

いる。明度の情報は比較的正確に記憶されていると言

えよう。

　その中で、「ピーマン」「花」のばらつきが大きい。

これは、色むらがあるためだと推測される。記憶時に

は、呈示物を置く方向を一定とし、「花」については

「花びらの色を記憶して下さい。」との教示を与えたの

だが、色の部分的な変化の影響を受ける人がいるのか

も知れない。

　また、「花」と「封筒」で選択された色が、明度が

高く彩度が低い色から明度が低く彩度が高い色へ連

表２　記憶された色の明度と彩度

（背景：グレー、１回目の選択）

なっている。これは明度や彩度を記憶するのではない

色記憶を想像させる。黒色量のような色の明るさを記

憶するイメージを用いた記憶メカニズムが想定され

る。

３．１．３　記憶された色の彩度分布

　「口紅」「封筒」「石鹸」「カップ」「レンガ」では実

測値以上の値を回答した人が多く、「花」や「柿」「レ

モン」では実測値以下の値を選択した人が多かった。

「ピーマン」はその中間である。

　「花」は中央の花弁部分に黄色の部分があり、対比

が働いた可能性がある。そう考えると、実測値の彩度

10.0を境にして、「封筒」「石鹸」のような低彩度の色

では実測値以上の値を、「柿」「レモン」のような高彩

度の色では実測値以下の色を選択する傾向があると言

える。「封筒」「石鹸」については、実測値未満の値の

色を選択した人は皆無であった。

　バートルソンら、これまでの記憶色研究者は、比較

0 0.5 1 2 4 5 6 8 10 12 13 14
9.5
9.25
9
8.5 6 4 2 7 4 16
8 4 6 2 8 2
7.5 2 2

7 2
6.5
6 3
5.5 3 2 3
5 3 3 3 11
4.5 3 3 3

4
3.5
3
2.5
2
1.5

明
度

彩度
3 97 11

石鹸
花

レモン

レンガ
柿

0 0.5 1 2 4 5 6 8 10 12 13 14
9.5 7

9.25
9 5 8 2
8.5 4 2
8 3 4

7.5 4 2
7
6.5
6 2 3 2
5.5 2 5 4 ﾋﾟｰﾏﾝの実測値
5 2 2 3 3 2
4.5 2 3 3 3 3 2
4

3.5 ↑口紅の実測値
3
2.5
2
1.5

3 7

明
度

9 11
彩度

卵

封筒

ピーマン
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的低彩度の物を取り上げることが多かった。彩

度が上昇するという報告には、このことが関連

している可能性がある。

　彩度については5.0程度のばらつきがある。彩

度の個人差はこの範囲に分布すると言える。そ

のなかでは、「石鹸」「柿」のばらつきが小さく、

「レンガ」「カップ」「ピーマン」「封筒」のばら

つきが大きかった。中彩度の色彩がばらつくと

言えよう。

　

３．２　記憶された色の変化

　上述したような色が記憶された後、どのよう

に変化していくのかを確認するために、２回目

に選択された色と１回目に選択された色の差

分、３回目に選択された色と２回目に選択され

た色の差分を、色相、明度、彩度、それぞれで

計算した。

　グレーの背景を用いた時の変化について述べ

る。

３．２．１　記憶された色の色相変化

　色相の変化を表したのが、表３である。色相

差のカラムの数値は、マンセル・ヒュー100分

割における分割数の差分を表している。１回目

が7.5Rで２回目が1.25Rなら、-6.25というよう

に、R→Y→G→B→Pの時計回りをプラス方

向と設定している。

　　（２回目-１回目）と（３回目-２回目）を

比較すると、色相が6.25以上異なる人の数は、16

人→20人と増加しており、全く同じ色相を選択

した人の数は118人→103人と減少している。全

体的には１週間の時間をおくことで、記憶が若

干曖昧になったと言える。しかし、ほとんどの

人が色相2.5程度の移動に留まっており、色相の

記憶は安定していると言えよう。

　その中で、卵と石鹸においては色相が10.0以

上も違う色を選択した人がいる。しかし、１回

目の色選択でも色相のばらつきが大きかったの

であるから、これは彩度が低いため、色相を正

確に把握できなかったことが原因であろう。彩

度の低い物の色においては、色相の記憶は曖昧

となり、実測値と異なるケースがあると言え

る。

　その他では、（２回目-１回目）において、ピー

マンでG寄りの色を選んだ人が14人いること、

口紅でR寄りの色を選んだ人が10人いることが目を引く。

ピーマンについては、ピーマンの実測値が10GYと若干黄

緑がかっているものを呈示したのに対し、ピーマンは緑で

あるとの固定概念の影響を受けた人がいたのだと推測され

表３　色相の変化（背景：グレー）

色相差 卵 レンガ 石鹸 花 封筒 ﾋﾟｰﾏﾝ カップ 口紅 レモン 柿 総計
-45.00 2 2
-12.50 1 2 3
-10.00 1 1
-5.00 2 2 1 2 1 8
-3.75 1 1 2
-2.50 1 4 5 4 2 1 17
-1.25 4 2 2 3 4 2 17
0 14 12 6 13 19 11 8 14 12 9 118

+1.25 5 1 1 3 2 4 9 25
+2.50 1 4 1 3 10 3 2 4 5 33
+3.75 1 3 4 8
+5.00 4 1 1 6
+6.25 1 1 2
+10.00 1 1 1 3
+12.50 1 1
+15.00 1 1
+22.50 1 1
+27.50 1 1
+35.00 1 1

色相差 卵 レンガ 石鹸 花 封筒 ﾋﾟｰﾏﾝ カップ 口紅 レモン 柿 総計
-15.00 1 1
-12.50 1 1
-10.00 2 2 4
-7.50 1 2 3
-5.00 2 1 1 4 8
-3.75 1 1 1 1 1 5
-2.50 2 2 4 1 5 3 3 2 1 4 27
-1.25 5 1 2 3 3 1 8 7 30
0 11 11 7 13 13 14 7 10 8 9 103

+1.25 3 2 2 2 5 3 17
+2.50 1 1 3 1 2 4 3 3 3 2 23
+3.75 1 1 1 1 4
+5.00 1 1 2 2 3 9
+6.25 1 1
+7.50 1 1 1 1 4
+10.00 1 1 1 3
+11.25 1 1
+12.50 1 1 2
+13.75 1 1
+27.50 1 1

無彩色から 2 2

2回目-1回目

3回目-2回目

表４　明度の変化（背景：グレー）

明度差 卵 レンガ 石鹸 花 封筒 ﾋﾟｰﾏﾝ カップ 口紅 レモン 柿 総計
-2.0 1 1
-1.5 1 1 2
-1.0 4 3 3 3 1 14
-0.5 5 4 6 7 5 3 5 1 4 40
0 24 10 12 13 10 9 6 11 23 10 128

+0.5 1 8 4 4 5 7 6 7 11 53
+1.0 1 4 1 6
+1.5 1 1 1 3
+2.0 1 1
+2.5 1 1
+5.0 1 1

明度差 卵 レンガ 石鹸 花 封筒 ﾋﾟｰﾏﾝ カップ 口紅 レモン 柿 総計
-2.5 1 1
-2.0 1 1 2
-1.5 1 1 1 3
-1.0 1 3 1 1 3 1 2 12
-0.5 3 8 3 4 10 10 7 2 2 5 54
-0.25 1 1
0 20 12 8 15 9 10 6 8 22 10 120

+0.25 1 1
+0.5 1 6 4 2 2 4 11 1 7 38
+1.0 2 3 2 3 3 2 1 16
+1.5 1 1
+2.0 1 1

2回目-1回目

3回目-2回目



8

る。口紅についても、口紅は赤だという固定概

念影響が出たのではないだろうか。さらに緩や

かではあるが、レンガも徐々にR寄りに移動し

ている。これらは記憶色の影響だと考えられ

る。

　その他では、カップでのばらつきが大きく

なった。これは記憶の曖昧さが原因だと考えら

れる。［表６．１］

３．２．２　記憶された色の明度変化

　表４は、背景グレーの時の明度変化を表して

いる。

　明度差は-1.0～+1.0の範囲にほとんど収まっ

ている。（３回目-２回目）の方が、-1.0や+1.0

の欄に該当する数が増えるが、明度の記憶は非

常に安定していると言えるだろう。

　その中では、口紅が３回目の色選択で上がっ

表５　彩度の変化（背景：グレー）

彩度差 卵 レンガ 石鹸 花 封筒 ﾋﾟｰﾏﾝ カップ 口紅 レモン 柿 総計
-4.0 1 2 3
-3.0 1 1 1 3
-2.0 5 3 1 1 5 2 5 3 25
-1.0 1 3 5 2 6 7 7 5 3 5 44
-0.5 4 4
0 17 10 16 11 11 9 10 11 13 15 123

+0.5 2 2
+1.0 1 3 2 4 1 3 3 3 1 21
+2.0 3 1 3 3 4 2 16
+3.0 1 3 1 1 1 7
+4.0 1 1
+5.0 1 1

彩度差 卵 レンガ 石鹸 花 封筒 ﾋﾟｰﾏﾝ カップ 口紅 レモン 柿 総計
-3.0 2 1 1 1 2 7
-2.0 3 2 1 4 2 3 1 16
-1.0 1 1 1 3 4 5 2 7 1 8 33
-0.5 3 3
0 19 7 16 15 16 7 8 5 15 12 120

+0.5 1 1
+1.0 1 6 2 2 6 3 6 5 2 33
+2.0 4 6 2 2 2 7 2 3 3 31
+3.0 1 1 1 1 4
+4.0 1 1
+5.0 1 1

2回目-1回目

3回目-2回目

ていた。明度4.0という暗めの色だったので、記憶色

の影響が出たのだと考えられる。

３．２．３　記憶された色の彩度変化

　彩度差は-2.0～+2.0の範囲にほとんど収まってい

る。明度と比較すると安定性は劣るが、極端な変化は

見られない。（２回目-１回目）において、79回は彩

度が下がり、48回は彩度が上がった。（３回目-２回

目）では、59回は彩度が下がり、71回は彩度が上がっ

た。このように、彩度が上がる傾向は見られなかっ

た。

　個別に見ると、柿の彩度を低く見積もった人が２回

目に多いことがわかる。これは、柿の彩度が13と高

かったため、記憶色に引っ張られたのだと解釈でき

る。

　その他、封筒では、徐々にばらつきが大きくなって

いる［表６．２］。彩度の判断が難しかったと考えら

れる。

３．２．４　記憶された色の変化についてのまとめ

　３．２で見てきた記憶された色の変化は、基本的に

はランダムなものである。色相なら100分割のうちの

±2.5程度、明度なら±1.0程度、彩度なら±2.0程度

の範囲で動いている。全体的な傾向の中では、バート

ルソンらが言うような色相、明度、彩度がある一定方

向に変化するということはなかった。ただし、一つ一

つの物に着目すると、わずかではあるが傾向があると

読みとれるものもあった。

３．３　背景が木目の時の色の分布

表６．１　カップで選択された色の明度

表６．２　封筒で選択された色の彩度

　背景が木目の時も、色相・明度・彩度の変化はラン

ダムと考えてよい。３．２で考察した個別の変化につ

いても類似した傾向を持つものが多い。口紅でR寄り

の移動が見られなかったことが差異として挙げられる

程度である。

　しかし、１回目の色選択に関しては若干の違いが見

られた。

　図７は背景が木目の時の１回目の色選択の結果を色

相と彩度について表したものである。図６と比較した

ときの違いをベクトルとして書き加えてある。

　石鹸とカップでは、PB側に移動している。また、口

紅はRP側に移動している。これらは木目のYRとの

背景 回数 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 総計
1 3 6 11 4 1 25

グレー 2 1 4 2 2 10 4 1 1 25
3 1 3 5 2 9 2 3 25
1 2 10 6 6 1 25

木目 2 2 11 3 7 1 1 25
3 2 2 3 5 6 4 2 1 25

明度

背景No. 回数 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 12.0 総計
1 5 6 8 5 1 25

グレー 2 1 5 4 4 6 5 25
3 3 4 3 4 5 6 25
1 1 2 7 13 2 25

木目 2 3 5 11 3 3 25
3 1 3 3 11 2 4 1 25

彩度
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図７　記憶された色の色相と彩度（背景：木目、１回目の選択）

※２名以上が同一の色相・彩度を選択したものを表示

表７　記憶された色の明度と彩度

（背景：木目、１回目の選択）
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対比を感じ取ったのが原因であろう。

　その他では、花がR～YRに移動しているように見

える。しかしこれは個人差が大きくなり、２人以上が

同じ色相・彩度の色を選択する部分が減ったためで、

色相の分布は背景がグレーの時とさほど変化していな

い。

　明度に関しては、レンガ、柿、口紅で低下が見られ

た［表７］。また、封筒では、グレーが背景の時と比

べ、明度7.5以下の人数が増えた（8人→17人）。暖色

系の中彩度色・高彩度色では、同じ暖色系である背景

の影響を受けるのだと考えられる。

　彩度に関しては、レモン、柿、カップで彩度が低く

感じている人が増えている。レモンと柿に関しては、

背景との対比効果が弱まったのだと解釈される。カッ

プに関しては、木目の色が写り込んだ影響の可能性が

強い。

４．色記憶の方略

　実験終了後、被験者に色が憶えやすかった物、憶え

にくかった物を挙げてもらい、その理由を尋ねた。

　それによると、憶えやすかった物としては、卵が圧

倒的に多く、レモン、柿が続いた。卵は白しかないと

感じた人には選びやすいこと、レモンははっきりした

色であること、イメージに近い色であることが理由と

して挙げられた。柿も身近なことやおいしそうと感じ

られたなど、普段の生活との関連が述べられた。

　憶えにくかった色としては、石鹸と口紅が多数を占

めた。石鹸については、微妙な色とか曖昧な色という

表現が為されており、色のイメージを作りづらかった

ことがわかる。口紅については、普段目にしない色

だったからとか、他にもいろいろな色があるから、微

妙な色だからなどの理由が挙げられ、ここでもイメー

ジしにくさが語られている。

　これらのインタビューから、普段見慣れた色で構成

される色体系に物の色を位置づける記憶のやり方が見

えてくる。イメージが鮮やかであれば比較的容易に定

位できるが、くすんだ低彩度の色ではそれが難しく、

色記憶の曖昧さにつながっているのだと考えられる。

５．色記憶のメカニズムについての検討

　記憶色についての研究は、1950年代から1960年代

初頭にかけて盛んに行われた。ひとつは、バートルソ

ンらの所属するフィルムメーカーの一連の研究3）4）5）

7）であり、写真の色再現をどのようにすべきかを探る

ことが目的であった。もうひとつは、日本で行われた

もので、カラーテレビの普及に先立ち、テレビの色再

現を評価するためのものであった。8）

　バートルソンに先だって行われた研究は、

Bartleson4）に結果がまとめられている。それによると、

色記憶については鮮やかさと明るさ注３（saturation and

lightness）が増し、色相が保存されるという結果が得

られていると言う。記憶色についての研究結果として

は、記憶色の方が実際の物体色より彩度が上昇し、明

度は暗い色では上がり、明るい色では下がるとするも

の、明度や彩度の上昇以外に色相が変化するものがあ

ると言う。

　色の記憶の中でも彩度の変化に着目して既往研究を

概観した芝6）によると、彩度が上がるという報告もあ

るが、実験ごとにまちまちな結果が出ており、一致し

た結論は得られていないとある。

　このように、記憶色については、実験によって結果

が異なり、定説が得られていないようである。

　今回の実験では、物の色の初期記憶には、若干のず

れや個人差があるが、その後の変化は小さいことがわ

かった。色相・明度・彩度ともにJISのマンセル色票

で捉えられる最小の違い（色相：2.5ステップ、明度

1.0ステップ、彩度2.0ステップ）程度の誤差に収まる

ことがほとんどである。しかも、色の記憶から１週間

が過ぎても、その精度はさほど落ちなかった。そし

て、色を記憶した直後、30分後、１週間後の再生結果

に彩度が増すといった方向性は見られなかった。

　このような結果から考えて、記憶が長期に及ぶと色

相・明度・彩度が一定の方向に変容するという可能性

はほとんどないと考える。

　そうなると、実際の色と記憶色の違いは、記憶した

色そのものが異なる可能性が高くなる。

　Newhallら7）は、実際の色と記憶色の違いが生じる

原因として、色記憶のプロセスにおいて鮮やかで明る

い（more purity and luminance）色を選択して記憶して

いるという１つの仮説を述べている。

　良くいわれることであるが、緑がかった部分のある

みかんでも、「みかんの色は？」と聞かれれば「だい

だい色。」と答えるように、人は強いインパクトを与

えたものを記憶する傾向がある。そうだとすると、白

い肌の人がインパクトを与えるから肌の記憶色は白っ

ぽく、真夏の生い茂っている草木を想像するから草木

の記憶色は青々とするのだとの解釈にも、一定の妥当

性があるように感じられる。
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　４．で述べた記憶のための色体系に低彩度の色が少

ないであろうことも、この仮説を補強する。

　今回の実験結果に基づいて、記憶色は平均的な色で

はなく、印象的な色によって構成されている、そのた

めに記憶色と実際の色には差異が生じているという考

え方を有力な仮説として提案したい。

６．まとめ

　10種類の物を呈示し、記憶させる実験を行った。記

憶直後の記憶された色、約30分後の記憶された色、約

１週間後の記憶された色を比較検討した結果、次のよ

うなことがわかった。

１）記憶直後の場合、明度は実際の色を比較的忠実に

再現できる。色相は実際の色よりずれることがある

が、これは日頃目にする物の色記憶の影響があると

考えられる。彩度については、低彩度の物は高彩度

側に、高彩度の物は低彩度側にずれて記憶される傾

向があることがわかった。

２）低彩度の色は、色相の記憶の個人差が大きい。こ

れは、はっきりした色のイメージを保持できないか

らだと考えられる。

３）一旦記憶された色は、基本的にある範囲内でラン

ダムに変化し、１週間後まで推移する。変化の範囲

をマンセル表色系で表せば、色相±2.5、明度±1.0、

彩度±2.0程度となる。記憶された色は、ある程度

の正確さを保って保持されると言える。

４）色記憶時の背景の違いは、記憶される色の違いと

なって現れ、その後の変化にはあまり影響を及ぼさ

ない。記憶される色が背景によって変化するのは、

対比効果のためだと考えられる。

５）色記憶と記憶色の色が異なるのは、記憶する色が

色記憶の呈示物と異なるからだという仮説が有力だ

と考えられる。

７．今後の課題

　Newhallら7）は、記憶色が問題となる日常的な場面

として、服の購入を挙げている。自宅にあるスカート

の色にマッチするブラウスを購入するというような場

面で、記憶色とのマッチングが行われるというのであ

る。

　今回の実験では、レンガ、柿など、固有の色を持つ

物を呈示することが多かったが、服のように色の定ま

らない物についての記憶色の安定性を確認する必要が

あるだろう。このような実験では、記憶時と再生時の

背景色が異なる場合の記憶の安定性などを探ることも

考えられる。

　また、結論として提出した仮説を確認するために

は、自分で所有している服の色を色票から選択させる

というような、見慣れているが色を特定できるものを

題材にした実験が有効であろう。

　その他、今回の実験結果は、これまでの結果と異な

るところがある。色の記憶が、色相、明度、彩度共に、

これまでの研究に比べ、安定していることである。

　これは、色票の色を記憶させるという抽象化した方

法や、カラーマッチングに用いられる手法の特殊性な

どが関わっていると考える。我々が知りたいのは、日

常的にどの程度の正確さを持って色を記憶できるのか

ということであり、今後は、日常的な場面を設定した

色記憶及び記憶色の実験を行う必要があると考える。

　色の記憶は、イメージとして保存されているように

思われる。今回の実験結果では、短期記憶に相当する

と考えた記憶直後と長期記憶と考えた１週間後の再生

結果に大きな差は見られなかった。色の記憶を探るこ

とは、イメージを用いた記憶プロセスについて、新た

な知見をもたらす可能性もあると考える。

注釈

注１ 「りんごは赤く、バナナは黄色い。このように

具体的事物と連合して記憶された色が記憶色

（memory color）である。」1）との記述がある。引用し

たバートルソンの研究のタイトル「Memory Colors of

Familiar Objects」におけるMemory Colorsは、このよ

うな意味で使われていると考える。しかし、身近な

物について記憶している色という意味で「記憶色」

という言葉が使われていると芝6）は述べている。こ

のような使い方が用語の混乱を招いている。

　　バーテルソンらは、「Memory color」と「Rememberd

color」を使い分けているので、今回は「記憶色」と

「記憶された色」として区別した。

注２　今回の実験において、シート内での位置で記憶

している可能性はほとんどないと考える。何人かの

被験者に尋ねたところ、卵のような明らかに位置を

記憶できる物を除いて、シート内の場所で記憶した

ことはないとの回答だった。

注３　飽和度（Saturation）、純度（purity）は、共に鮮

やかさの概念として取り扱って説明している。
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